
事業所名 小規模多機能居宅介護「笑楽日」・ グループホーム「風楽里」 

運 営 推 進 会 議  開 催 報 告 書 

開催日時  令和 7 年 6 月 18/日  風楽里アルコーブにて 

当日あつまって頂いた委員の皆様 議   題 

利用者           5 人 

利用者家族（風楽里）    2 人 

  〃   (笑楽日)     1 人 

知見者           1 人 

市職員           1 人  

地域包括支援センター    1 人  

地域住民の代表者      1 人 

事務局           2 人 

職員介護従事者       2 人 

1 自己紹介 

2 活動状況報告 

スライドショー 

3 身体的拘束適正化検討委員会 

 

 

 

1 自己紹介 

2 利用者様の日常の様子を、スライドショーや活動状況報告書を読みながら報告

しました。 

 事務局・・・8 月開催の夏祭りを 6 月に開催し、地域の方々にも大勢参加して頂き

ました。 

        地域の催しにも笑楽日、風楽里の利用者様に加えて、職員も一緒になって

参加しています。 

③ 身体拘束適正化検討委員会、  

事務局・・・社内研修で職員がスピーチロックについて発表をしましたので、資料

をお配りします。研修では色々な場面想定をして、 

言い換えの事例を出し合ったり、接遇を意識すること。無意識のスピー

チロックに注意しようという意見も出ました。 

市高齢者福祉課・・・他の事業所でも同様で、相手の立場に立つ。 

コミュニケーションを大切にするということが良く出ているようです。 

地域の代表・・・子供に諭すような言い方は出来ないということは分かるが、難し

いですね。 

ご家族・・・普段から気を付けていてくれて安心して任せられる。 

ご家族・・・様々な病気、様々な性格、色々大変な中でも、 

研鑽されておられて嬉しく思う。 

知見者・・・他の事業所と比べてもしっかりやっていると思う。自身の振り返りに

もなります。 

地域包括中央東・・・最初に言われたことは、言葉遣いに気を付ける事。必ず敬語

を使うようにと指導されました。 



事務局・・・スピーチロックは、言葉による拘束ともいわれ、多くの悪影響をもたらしま

す。 

居心地の良い施設になるように、職員全員で気を付けていきたいと思いま

す。 

 

以上 令和 7 年度 第 2 回 運営推進会議の報告とさせていただきます。 

 

次回は 8/20（水）を予定しております。              報告者 伊丹 

                                     

 


